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16)総胆管拡張症iこ合併したIJIl.道癌の 3例
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先天性総胆管拡張症11例に合併した胆道癌LT)3例を検

討した.内訳は胆管癌且例予娘療病2例で堂農女性であ

り.-1!-･均隼齢は57∴弓歳で恭一万二.臨昧症状は胸痛と肺

癌触知が車か･r言∴ tlS.C,'1､では胆腰痛は診断された

が胆管痛の診断は困難であり,また 監RCjP は胆管拡張

や合流牲常('1診断には不可欠でか ､たが.胆道癌し㌦診断

には不充分とYj'えl､凍 上.胆管像!./f浴 {'ハ分弧 合流

異常を酋味の骨願に従って判定 した結鼠 胆管癌は王挽

型.胆管合流型て.阻喪痛は lC型.押管合流町であー-,

た書胆管癌は術式は Pm,大きさは6×3cm の結節浸

潤町 机繊Lf.管状牲J軒亡,沫速度 Sl,PこいC2(∫?)stこIL,i,

胞摘出術.iI)∴ミ＼ti.()(､Ill.結節モ牲 乳頭管1机射乳 ssて､

も√-1例廿肝転移ハたれ廿T-･術上,jL-､上.
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これまで当科をこて12例の腹部原発窓性 1)ソバ鷹を経験

している軌 そのうち3例をこ薬療を認めた.

腹部腫楊(/Tllti表的疾患の神経芽腫に比べ.頻度的には

本症は 1'511j､卜で卦るが,神経芽腫では進行例でも黄

は稀でないと線劃される.治療上は多剤餅糟による強力

出 し学療法が有効で捜fj.･後数Hで滅哉 し軽快 した. しか

L,腹部取発例は組織学的;こべ-寸 ･･′卜型が多い 工ミ例

申1'例lこしl二も.あり.1'･陵不良で2例は死LL-/I.
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